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拝 所
はい　 しょ

住屋御嶽
すみ　　や　　 う　  たき

　参道の奥に２つの祠と二つのイビ（香炉）が配置されてお
り、左側の祠が本来のもので、「根入りや下りあらうふむ真
主①」が祀られています。右側の祠とイビは、この御嶽から
15mほど南東の「ニィーマムトウ②」が移転したものです。祠
の中には御神体として自然石が置かれています。また、左側に
あるイビは、「フナイウプツカサ③」という御嶽を遥拝（遠く
から参拝すること）しています。住屋御嶽は現在、「根間の里
御嶽」として、また学問の神様として参拝されています。

① ②

③

③

　　   さん どう　　   おく　　  ふた　　　 　  ほこら　  　　　　　　　　　　　　　 　　 こう　ろ 　　　  　   はい　ち

　　　　   ひだりがわ 　　 　  　　　 ほん らい　　　　　　　　　　　　　　 　 ね　 い　　　　　　  お　　　　　　　　　　　　　　　    ま

 ぬす　    　　       まつ　　　　　　   　　　　　　　　　　　 みぎ　　　　　　　　　　　   　 　　　　　　　　　　　　  う    たき

 　　　　　　　　　　なん とう　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　　　　　  い  てん 

　　  なか 　　　　　 ご   しん たい 　　　　　　　  し   ぜん せき　　　 お　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　　　　　 よう はい　  　とお

  　　　　 さん ぱい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　   げん ざい　　  　　　 にーま  　     さと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　がく もん 　　 かみ さま
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P

P
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クワズイモ：サトイモに似ている
が食べられない。白い汁はかぶれ
ることもあるので注意。
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住屋御嶽の伝説

　昔、根間というところに７才の
男の子がいました。母親が早くに
亡くなったので、継母が育ててい
ましたが、この継母がとても心根
の悪い人で、この子がいなくなれ
ばいいと思っていました。
　ある日、赤豆を煮ていると、男
の子がそれを食べたいと欲しがる
ので、継母は「ビュウガッサ（ク
ワズイモ）の葉で包んであげるか
ら、住屋のアブ（洞窟）のそばに
生えているのを取っておいで」と
言いました。男の子は喜んで取り
に行きますが、足を滑らせてアブ
に落ちてしまいます。運良く途中
に生えていた蔓に引っかかり、助
けを求めて七日七晩泣き通しまし
た。その泣き声は父親にも聞こえ
ていましたが、なんと父親も大変
心根の悪い人で、男の子の泣き声
がうるさいと、蔓を切ってしま
い、男の子は奈落の底へ落ちてし
ました。
　そのアブの底は、「根入りやあ
ろうの国」という、死んだ人がい
く国でした。男の子から事情を聞

いた根入りやの神様は、男の子の
行動を見て、とても心の正しい子
だと分かり、元の世界へ帰してや
りました。
　元の世界へ戻った男の子は、住
屋山へ行き、人々から「根入りや
下りあらう踏む真主」と呼ばれる
神様になったと伝えらています。
また、この言い伝えから、この神
様は父の行いをとても悲しみ、全
ての男を呪うようになったので、
男が参拝してはならないと云われ
ています。そのため、祭祀のお供
え物は男子には与えないと云われ
ています。

すみ　 や　  う　 たき　　 　でん  せつ

　   むかし　　 にーま　　　　　　　　　　　　　　　　　 さい

おとこ　　こ　　　　　　　　　　　　　 ははおや　　はや

  な　　　　　　　　　　　　　　　 ままはは　　 そだ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  こころね

　　  わる　　ひと

　　　　　　　　  おも

　　　　　　   ひ　 　  あかまめ　　  に

　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　  ほ

　　　　　　　　　　　　　 は　      つつ　　　　　　　　　　　　　

　　　  　すみ  や　　　　　　　　  どう くつ

   は　　　　　　　　　　　 　    と

  い　　　　　　　　　　　 　　　　　　　  よろこ　　　　　　　　

　   　い　　　　　　　  　　　 あし　　 すべ

   　　お　　　　　　     　　　　　　　　　　うん よ　　　とちゅう

  　　 は　　　　　　   　  かづら　　ひ　　　　　　　　　　　 たす

　　　　　　　　　　　なの  か  ななばん  な　　 とお

   　　　　　　　　　　　　ごえ　　ちち おや　  　　　き

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　 たい へん

　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    き

   　　　　　　　　　　　　  な  らく　　そこ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ね　い

　　　　　　  くに　　　　　　　　　　　し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 じじょう

　　　　　　　　　　　　　　　かみさま

 こうどう　　  み　　　　　　　　　　　　　　　 ただ

　　　　　わ　　　　　　　もと　　 せ  かい　　 かえ

　　　　　　　　　　　　   もど

　　 やま　　　　　　　　 ひと びと

　　　　　　　　　　　 ふ　　　ま  ぬす　　　　　よ

　　　　　　　　　　　　　　　つた

　　　　　　　　おこな　　　　　　　　　　 かな　　　　　　すべ

　　　　　　　　  のろ

　　　　 さん ぱい　　　　　　　　　　　　　　　　　 い

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さい  し　　　　　そな

　　 もの　　 だん し　　　　　あた
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1956（昭和31）年2月22日指定県指定史跡
けん　し　てい  し   せき

ドイツ皇帝博愛記念碑

　1873（明治６）年、台風に遭遇して宮古島の南海岸に座礁
難破したドイツの商船ロベルトソン号を、宮古島の人々が手
厚く介抱し、船を与えて帰国させました。このことを知った
ドイツ皇帝ウイルヘルムⅠ世は宮古島の人々の勇気と博愛の
精神を讃え、1876（明治９）年、軍艦チクロープ号を宮古島
に派遣して記念碑を建立させました。1936（昭和11）年に
は、建碑60周年記念式典が催され、宮国のンナト浜に「独逸
商船遭難之地」と記された石碑が建立されました。

こう　てい　はく　あい　 き　 ねん　  ひ

　　　　　　　　　　　 めい  じ　　　　　  ねん　　　たい ふう　　　そう ぐう　　　　　みや　こ   じま　　  みなみかいがん　　　ざしょう

なん　ぱ　　　　　　　　　　　　　　　 しょうせん　　　　　　　　　　　　　　　ごう　　　　　　　　　　　　　　　 ひと  びと　　　 て

 あつ　　  かい ほう　　　　　 ふね　　　あた　　　　　　き　こく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

　　　　　　　 こう  てい　　　　　　　　　　　　　　　いっ  せい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ゆう   き　　　 はく あい

せい しん　　　たた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ぐん かん

　　　は　けん　　　　　　き　ねん  ひ　　　こんりゅう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しょう  わ

　　　　　けん   ぴ　　　  しゅうねん  き  ねん  しき  てん　　 もよお　　　　　　　 みや ぐに　　　　　　　　　　はま　　　　　    どいつ

しょうせんそうなん　の　  ち　　　　　 しる　　　　　　　  せき　ひ
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良
港
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　タイピンサン（宮古島）の人々の行動

は勇気と博愛の精神に満ちていた。私は

感謝と敬愛の念を込めて37日間に及ぶタ

イピンサンでのできごとを語りたい。

この島には博愛の人々がいる。

1873年７月９日

台風に遭遇した。懸命の避難作業を行っ

たが、行方不明者２名、私を含めた大半

の乗員が怪我をした。船もマストと舵を

失い、漂流を余儀なくされている。

７月12日

丸一日漂流し、昨日座礁した。救命ボー

トで脱出を図るが挫折。絶望の夜、私は

灯りと人影を見た。朝になり、潮の満ち

るのを待って島人のカヌーが近づいて来

た。浜には医師も待機し、手厚く保護さ

れた。私たちは助かった。

７月21日

10日が経った。親切な対応に心も落ち着

き、怪我も徐々に良くなっている。言葉

も少しは通じるようになった。暇に任せ

て机とイスを作った。島人は床で食事を

するが、私たちは座って食べたい。

７月24日

舟の捜索も終わり、幾つかの積み荷が

残ったが、ほとんどが役に立たない。森

で山鳩を見つけた。鉄砲を修理して猟に

出る。お目付役の島人は迷惑そうだった

が、黙認してくれる。６羽しとめた。素

晴らしい夕食が待っている。

８月２日

３人の役人が来て、もうすぐ大きな船が

来る。その船に乗って沖縄本島に行く

か、私たちが操船して中国に向かうか、

決めて欲しいと。私たちは中国に向かう

ことにした。早速操船練習を始める。

８月10日

数日前、私は落馬で怪我をした。一日も

早く出航したいが、怪我が治らないと許

可が下りない。これも島人の親切心なの

だろう。彼らと海岸に出かけ、記念に大

きなヤシの木に名前を刻んだ。

８月17日

いよいよ出航の日が来た。船は私たちの

注文に応じて改造された。昨夜遅くまで

別れを惜しんだ人々が手を振る中、大海

へ乗り出す。さようなら、タイピンサ

ン。さようなら、博愛の人々。

1876年７月22日

帰国後、この事件をドイツ帝国に報告し

た。島人の勇気ある行動、気高く私心な

き博愛の精神が永遠に語り継がれること

を、私は望んでいる。

エドワルド・ヘルンツハイム船長の航海日記
こう  かい　にっ　き

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     こうどう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　      み　　　　　　　　     わたし

 かんしゃ　  けいあい　  ねん　　 こ　　　　　　　　　　　    およ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       かた

　　　　　　　　　　　　　　    けんめい　     ひなんさぎょう　  おこな　

　　　　　     ゆくえ   ふめいしゃ　　めい　　　　　  ふく　　　  たいはん

　  じょういん　   け   が　　　　　　　　ふね　　　　　　　　　 かじ

うしな　  ひょうりゅう　よ　ぎ

まるいちにち　　　　　　　  きのう ざしょう　　　　     きゅうめい

　　　 だっしゅつ　  はか　　　　ざ せつ　　ぜつぼう　  よる

 あか　　　  ひとかげ　　 み　　　　 あさ　　　　　　　 しお　　 み

　　　　　　 ま　　　　 しまびと　　　　　　　　　 ちか　　　　　　き

　　　　はま　　　　い　し　　 たい  き　　　　  て  あつ　　 ほ    ご

　　　　　　　　　　　　    たす

　　　　　　   た　　　　　   しんせつ　  たいおう　こころ　   お　　   つ

　　　　　　　　　  じょじょ　　 よ　　　　　　　　　　　　　    ことば

　　 すこ　　　  つう　　　　　　　　　　　　　　　　   ひま　   まか

　   つくえ　　　　　　   つく　　　　　　　　　　　 ゆか　  しょくじ

　　　　　　　　　　　　　　   すわ　　　　た

　　　　  そうさく　　 お　　　　　　  いく　　　　　　  つ　　　に 

 のこ　　　　　　　　　　　　　　　　   やく　　 た　　　　　　　    もり

　　やまばと　　　　　　　　　　     てっぽう　  しゅうり　　　りょう   

  で　　　　　　   め つけやく　　　　　　　 めいわく

　　　    もくにん　　　　　　　　　　　　　  わ　　　　　　　　　 　す

  ば　　　　　  ゆうしょく　 ま

　　　　　  やくにん　　 き　　　　　　　　　　　   おお

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     おきなわほんとう

　　　　　　　　　　　 そうせん　　　 ちゅうごく　  む

  き　　　　  ほ

　　　　　　　　　　    さっそく　　  れんしゅう   はじ

すうじつまえ　　　　　 らく  ば

はや　 しゅっこう　　　　　　　　　　　　　　  なお　　　　　　　  きょ

  か　　   お　　　　　　　　　　　　　　　　　　    しんせつしん

　　　　　　　   かれ　　　  かいがん　　　　　　　　　  き ねん

　　　　　　　　　   き　　  なまえ　   きざ

ちゅうもん   おう　　　  かいぞう　　　　　　　 さく  や  おそ

 わか　　　　お　　　　　　　　　　　　 て　　   ふ　　 なか　   たいかい

  き  こく ご　　　　　　 じ  けん　　　　　　　  ていこく　  ほうこく

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 け  だか　　し  しん

　　　　　　　　　　　　　  えいえん　　　　　　つ

　　　　　　　 のぞ
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史 跡
 し　  せき

貢布座（御用布座）跡

　祥雲寺裏に隣接するこの場所には、近世から近代前期まで
上納布に関する業務を執り行っていた蔵元配下の貢布座（御
用布座）がありました。近世時代、琉球王府は宮古島から粟
と反布を税として徴収していました。各村で織られた反布
は、織り終わると村番所に保管し、
蔵元に納入しました。

　　しょううん　じ　うら　  　りん  せつ　　　　　　　  　　　ば　しょ　　　　　　　   きん せい　　　　　  きん  だい ぜん  き　　　　　　

じょうのう ふ　　　 かん   　　　　  ぎょうむ　　     と　　 　おこな　　　　　　　　　  くら　もとはい　か　　　  こう　ふ　  ざ　　　  ご 

 よう　ふ　 ざ　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    じ  だい　　   りゅうきゅうおう ふ 　　　　　　　　　　　  　　　  あわ

  　    たん ぬの  　　 ぜい　　　　　     　ちょうしゅう　　　　　　　　　　　　　　　　 　  かく むら　　　 お　　　　　　　　　 　　　　

　　　　　　　　　  おわ  　　　　　　　　　 ばん しょ　　　ほ　かん

    　　　　　 のうにゅう　　

こう　  ふ　　ざ　　　　　ご　  よう　 ふ　　ざ　　　　 あと
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1981（昭和56）年１月29日指定市指定有形文化財（典籍）
 し　 し　てい  ゆう けい  ぶん　か　ざい　　　てん せき

産業界之恩人記念碑
　1925（大正14）年
７月に宮古神社が西里
１番地に創設された
際、同境内に建てられ
ました。
　表には「産業界之恩
人・下地親雲上恵根、砂
川親雲上旨屋、稲石刀
自・記念碑」の文字が記
され、三者を産業界の恩
人として讃えています。

　下地親雲上恵根は、1655（順治12）年に、松の苗数本を持
ち帰って試植し、1681（康熙20）年には2,000本の松の苗を
植え、造林のきっかけを作りました。砂川親雲上旨屋は1597
（万暦25）年に中国から芋かづらを持ち帰り、栽培普及に努
めました。稲石は1583（万暦11）
年、綾錆布を作り出して琉球国王
に献上しました。これが宮古上布
の元になりました。

さん ぎょう かい　 の　  おん　じん　 き　 ねん　  ひ

　　　　　　　　　　       たいしょう　　　　　　　　　

　　　  　      　  みや　 こ　じん じゃ　　　  にし ざと

　　　  ばん　 ち　　　　そう    せつ

 さい　    　 どう  けい だい　　     た

 　    おもて　　　　　　　   さんぎょうかい　 の    おん  

  じん 　   しも　じ　 ぺーちん　　　けい こん　　 うる

　か   　　ぺーちん　　 し　 おく　　　 いな  いし   と

   じ　　　  き　ねん　ひ  　　　　　も　  じ　　   しる

  　　　　　　　さん しゃ　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　   たた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じゅん ち 　　  　　　　　　　　  　　まつ   　  なえ すう ほん　　　 も

　　 かえ 　　　　　 し しょく  　　　　　　　　　　　　　こう  き

 う     　　　　 ぞう りん　　　　　　　　　　　　　　  つく

　    ばん れき　　　　　　　　　　 ちゅうごく　　　　　いも　　　　　   　  　 　　　　　 　　　　　　　 さい  ばい  ふ きゅう　    つと

　

 　　　　   あや  さび   ふ　　　 　　　　　   だ  　　　　   りゅうきゅうこくおう

 　　 けんじょう　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　  みや    こ  じょう ふ

  　　 もと
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1974（昭和49）年８月29日指定市指定史跡
 し　 し　てい   し　 せき

観音堂経塚
　1699 年に建てられた
観音堂は、税を納める船
の往来の安全祈願所とし
て崇敬を集めたと伝えら
れます。観音堂の前庭に
ある経塚は、宮古島に仏
教が伝わったことを示す
数少ない遺跡の一つで、
表に「経呪嶺」、裏に「雍正
丙辰冬白川氏恵道建焉」
と記されています。

かん　のん　どう  きょう づか

　経塚とは、経典や経文を書き写したものを、塔の中または下に
埋めた塚や碑をさします。この経塚の下には「金剛経」の経文を
墨で書いた小石が埋められているといわれています。経塚が建
てられた雍正丙辰は、1731（雍正14）年で、白川氏恵道は1731
（雍正９）年から1737（乾隆２）年
まで平良の頭職をつとめており、こ
の経塚は恵道が在任中に建立した
ものです。

　　　　　　　　　　　　 ぜい　　  おさ　　　　　 ふね

　　　おう らい　　  あん ぜん   き  がん じょ　　　　　

　　  すう けい　　   あつ　　　　  　　　つた

　　　　　 　　　　　　　　　　　　　   まえ にわ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ぶっ

きょう　　　　　　　　　　　　　　　　　　  しめ

 かず  すく　　　　　   い   せき　　　ひと

おもて　　  きょうじゅ れい　　　うら  　　   よう せい

ひのえたつ ふゆ  しら  かわ うじ けい どうここにたてる　

　　  しる

　　　　　　　　　　　　　 きょうてん　　きょうもん  　　 か　　　 うつ　　　　　　　　　　　　     とう　　  なか　　　　　　　 した

   う 　　　　　 つか　　   ひ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  こんごうきょう　

  すみ　　　　　　　　　　  こ   いし      　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   けんりゅう

 　　　　　ひら  ら  　　かしらしょく

　　　　　　　　　　　　　　　　 　  ざい にんちゅう　　こんりゅう



平
良
港
↓宮古神社

15

1975（昭和50）年12月11日指定市指定史跡
 し　 し　てい   し　 せき

祥雲寺の石垣
しょう うん　 じ　　　　  いし　がき

　祥雲寺は薩摩藩が王府に申し立てたことで、1611年に山月
和尚によって開山（仏寺を初めて開くこと）されました。　
　1743年～45年に琉球王国の正史として編纂された史書『球
陽』には、1696年の大地震の際、寺の石垣が崩れたことを記
しており、この頃にはすでに祥雲寺の石垣があったことを示
しています。18世紀初頭、宮古島では全域にわたって大規模
な土木工事が進められており、祥雲寺の石垣もこの時、改め
て築かれたと考えられます。
　戦災や都市計画などで街なみが大
きく変わり、石垣が消滅しつつある
今、当時の石造文化を知る上からも、
重要な建造物です。

　　  しょううん  じ　　　 さつ　ま  はん　　　おう  ふ　　　 もう　　　 た　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     さん げつ

　お  しょう　　　　　　　　     かい ざん　　   ぶつ　じ　　　  はじ　　　　　 ひら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 りゅうきゅうおうこく　　 せい　し　　　　　　　　へん さん　　　　　　　   し　しょ　　 きゅう

 よう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 おお　じ  しん　　   さい　　  てら　　　　　　　　　　 くず　　　　　　　　　　　　 しる

　　　　　　　　　　　　　　　　　  ころ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　  しめ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 せい　き　しょ  とう　　　　　　　　　　　　　　　ぜん いき　　　　　　　　　　　　  だい　き　 ぼ

　　　 ど　 ぼく こう　じ　　　  すす　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　  あらた

　　  きず　　　　　　　　　  かんが

　　　せん さい　　　 と　 し　けい かく　　　　　　　  まち　　　　　　　 おお

 　　　　　  か　　　　　　　　　　　　　　   しょうめつ

  いま　　  とう　じ　　　 せき ぞう ぶん　か　　　  し　　　 うえ

 じゅうよう　　  けん ぞう ぶつ
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祥雲寺の石垣保存修理工事

　祥雲寺の石垣は、過去に大型車両が追突して崩れたことがあり、また石
垣の内部に根をはった樹木が原因で、石が抜け落ちたり、外側にふくらん
でいました。そのため、平成25年度の宮古島市neo歴史文化ロード整備事
業で、この石垣を復元する石造文化財保存修理工事を実施しました。

修理完了後、再度写真計測を行い、修理の前後を記録する。修理によって動いた石
や補填した石など確認することができ、次回の修理を行う際の基礎資料になる。

①現況測量（三次元写真計測）
工事前に一般の現地測量に加え、写真
計測を行う。

②番号付け

一番下の基礎になる石（根石）が歪ん
でいると再び崩落を起こすため、石積
みを一度全て解体する。その後、再び
石を元の位置に正確に戻すため、大小
全ての石に番号を貼り付けていく。

③解体

解体しながら石垣の中に詰められた石
（裏込）などの材質の記録や、石垣が
崩れた原因調査などを行う。

④修復

解体時の記録や測量をもとに積み直
す。なるべく元の石材を再利用する
が、欠損している箇所は同じ材質の石
（祥雲寺は琉球石灰岩）で補填する。

修理前

修理後

⑤修理後測量（三次元写真計測）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     か　 こ　　　 おおがたしゃりょう　　　ついとつ　　　　　 くず

　　　　　 ない  ぶ　　　　ね　　　　　　　　　　 じゅ もく　　　げん いん　　　　　　　　　　 ぬ　　　   お　　　　　　　　　　 そと  がわ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へい せい　　　 ねん   ど　　　　　　　　　　　　　　　　　れき  し　ぶん  か　　　　　　　　 せい　び　じ

ぎょう　　　　　　　　　　　　　　　　  ふく げん　　　　　せき ぞう ぶん　か   ざい　ほ  ぞん しゅう り  こう　じ　　　 じっ  し

しょう  うん　  じ　　　　   いし　がき　   ほ　  ぞん   しゅう　り　 こう　   じ

こう  じ   まえ　　 いっ ぱん　　  げん  ち　　　　　　　 くわ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ

　    うら ごめ　　　　　　　　　ざい しつ　　　き   ろく

 くず　　　　 げんいんちょうさ　　　　　    おこな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   なお

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 せき ざい　　  さい　り　よう

　　　　  けっ そん　　　　　　　　　  か  しょ　　  おな

　　　　　　　　　　りゅうきゅうせっかいがん　　　　ほ  てん

いち ばん した　　   き　 そ　　　　　　　　　　　　ね   いし　　　　  ゆが

　　　　　　　　 ふたた　　ほうらく　　　お　　　　　　　　　　　　　　  づ

　　　　  いち  ど  すべ　　 かい たい　　　　　　　　　　　  ご

　　　　  もと　　　い　ち　　　せい かく　　 もど　　　　　　　　  だいしょう

　　　　　　　　　　　　　　　　　 は　　　 つ

　　　    かんりょうご　　  さい  ど　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ぜん  ご　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 うご

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ  かい　　　　　　　　　　　　　　　　　  き　 そ   しりょう

げんきょうそくりょう　　 さん　じ　げん しゃ しん けい そく

ばん ごう   づ

しゅうふく

しゅう り　 ご
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1974（昭和49）年８月29日指定市指定史跡
 し　 し　てい   し   せき

漲水石畳道

　18 世紀初め、宮古島の治山・土木工事が精力的に進められ
ていた頃、各村の道路幅は２間半（4.5m）に拡張、改修、新設さ
れたと伝えられています。1696（元禄９）年の大地震後、石畳道
も２間半に拡張され、治山事業で豊富に得られた石を敷きつめ
たものと考えられています。廃藩置県後もほぼ完全に残ってい
ましたが、1921（大正 10）年の漲水港築港、1942（昭和 17）年
の宮古神社移転にともなう工事、第二
次世界大戦、戦後の道路拡張工事など
で損傷し、現在は約３分の１を残すの
みとなっています。

はり　みず　いし  だたみ みち

　　　　　　　 せい  き　はじ　　　　　　　　　　　　　　　 ち　さん　　　 ど　ぼく こう　じ　　　せいりょくてき　　  すす

　　　　　　　  ころ　    かく むら　　   どう  ろ　はば　　　　　けん はん　　　　　　　　　　 　かくちょう　 かいしゅう　   しん せつ

　　　　　　　  つた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  げん ろく　　　　　　　　   おお　じ  しん　ご

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       じ ぎょう　　 ほう  ふ　　　　え　　　　　　　　　　　　　し

　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　   はい はん  ち　けん　ご　　　　　　　　 かん ぜん　　  のこ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たいしょう　　　　　　　　　  はり  みず こう ちく こう　　　　　　　　　  しょう わ

 　　　　　　　  じん じゃ　い　てん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   だい　に

　 じ　 せ　かい たい  せん　  　せん   ご

　　　そん しょう  　　　　げん ざい  　　やく 　　   ぶん　　　　　  　   のこ
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　まだ島の形がなかった太古の昔、弥
久美神が天帝から授かった天岩戸の柱
の端を大海原に投げ入れてできたのが
宮古島でした。天帝は次に赤土を下ろ
し、古意角神に「下界に降りて人の世
を創り、守護神となれ」と命じ、玉の
ように輝く女神の姑依玉と共に行くこ
とを認めました。古意角・姑依玉の両
神は、多くの神々を連れて地上に降
り、漲水御嶽の東側にあった漲水天久
崎という岬に居を構え、様々なものを
生み出し、神の心を映し出した楽しい
人の世を創りました。その頃、島は赤
土ばかりだったため、天帝は次に黒土
を下ろし、こうして作物がよく実るよ
うになりました。そして二人の間に宗
達・嘉玉の男児と女児が生まれ、二人
が大きくなった頃、天帝は紅葉を身に
まとった木装神という男神、青草を身
にまとった草装神という女神を下ろし
ました。そしてそれぞれ宗達・嘉玉と
夫婦となり、東・西に住み、これが現
在の東仲宗根・西仲宗根だと云われて
います。宗達夫婦は世直真主という男
児を、嘉玉夫婦は素意麻娘司という女
児を産み、後にこの二神が夫婦とな
り、子孫繁栄し、宮古島民の祖となっ
たといわれています。

　昔、平良の住屋の里に、身分も高く富
に栄えた夫婦がいました。子がいな
かったので神仏に祈ったところ、娘を
授かりました。その娘が 14、5才の頃
に妊娠したので、驚いた両親が尋ねる
と、「誰か分からない白く清らかな若者
が毎晩忍び入ってきて、夢心地で夜を
重ねるうちにこの体になった」と言う
ので、両親は不審に思い、糸の先に針を
つけて男の髪に刺すように言い、娘は
そのとおりにしました。夜明け、糸を手
繰って行くと、漲水御嶽の洞の中に首
に針を刺された大蛇がいました。両親
は驚き悲しみましたが、その夜、娘の夢
にその若者が現れ、「私はこの島を創っ
た神、恋角の化身である。島を守る神を
創ろうと、あなたに思いを寄せた。必ず
３人の子を生む。３才になったら漲水
へ連れてくるように」と語りました。そ
の夢の通り、３人の娘が生まれ、３才の
ときに言われた通り連れて行くと、御
嶽の中から恐ろしい形相の大蛇が出
てきました。母は驚き逃げようとしま
したが、娘たちは大蛇に飛びつき、一人
は首に、一人は腰に、一人は尾に抱きつ
き、御嶽の中へ消えていきました。その
夜、大蛇は光を放って天に昇り、娘たち
は島の守護神になりました。

宮古島創世神話 人蛇婚説話
そう  せい   しん　わ じん　だ　 こん   せつ　わ

　　　　　　  しま　 かたち　　　　　　　　　  たい こ　　むかし　　や

　ぐ  みのかみ　 あまのてだ  　　　さず　　　　　　あまのいわど　 はしら

　　  はし　　おおうなばら　　 な　　　い

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  つぎ　  あかつち　　  お

　　　　　 こいつののかみ　　　　  げ  かい　　  お　　　　 ひと　　 よ

　　  つく　　　　しゅ  ご しん　　　　　　　　　   めい　　　　たま

　　　　　　かがや　　め がみ　　　こ  い  たま　　とも　　  い

　　　　  みと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 りょう

　　　　　　　おお　　　　 かみがみ　　　つ　　　　　ち じょう

　　　　　　　　　　　　　　ひがしがわ　　　　　　　ぴゃるみずあめく

  ざき　　　　　  みさき　 きょ　　かま　　　　さまざま

　 う　　   だ　　　　　　　　こころ　 うつ　　　　　　　　たの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ころ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 くろつち

　　　　　　　　　　　　　　　　　　  さくもつ　　　　　　みの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ふた り　　あいだ　  むに

  だち　　  か だま　　だん  じ　　 じょ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 こう よう　　 み

　　　　　　　　  きそうのかみ　　　　　　　　　　　　あおくさ

　　　　　　　　　    ふさそうのかみ

　ふうふ　　　　　　　　　　　　  にし　　 す　　　　　　　　　　  げん

  ざい　　 ひがしなかそね　　　 にしなかそね　　　　　  い

　　　　　　　　　　　　　　　　　　  よなおしのまぬす

　　　　　　　　　　　　　　　　　そ　い　ま　らつかさ

　　　　　　　　  　　  のち

　　　　    し そんはんえい　　　　　　　　　　　　　　  そ

　　　　　  ひら ら　　  すみ や　　  さと　　　 み  ぶん　   たか　　とみ

　　  さか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  こ

　　　　　　　　　　 しんぶつ　　いの　　　　　　　　　　　  むすめ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 さい

　　  にんしん　　 　　　　　　　 おど　　     りょうしん　  たず

　　　　 だれ　　  わ　　　　　　　　 しろ　　 きよ　　　　　  わかもの

　　 まいばんしの　　  い　　　　　　　　　　 ゆめごこ ち　　  よる

  かさ　　　　　　　　　　　　　 からだ　　　　　　　　　　　　い

　　　　　　　　　　　　ふ  しん　　おも　　   いと　  さき　　 はり

　　　　  　　　　　　かみ　　 さ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よ　あ　　　　　　　   た

　ぐ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ほら　　なか　　くび

　　　　　　　　　　　　　　　だいじゃ

　　　　　　 かな

　　　　　　　　　　　　あらわ　　　わたし

　　　　　 こいつの　　  け しん　　　　　　　　　　　まも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よ　　　　　かなら

　　  にん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 かた

　　　　　　 とお

　　　　　　　　　　　おそ　　　　　　ぎょうそう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と

　　　　　　　　　　　　　 こし　　　　　　　　　  お　　　だ

　　　　　　　　　　　　　　き

　　　　　　　　　ひかり　 はな　　　　てん　　のぼ



市役所

平
良
港
↓

在番仮屋跡
在番東仮屋跡
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史 跡
 し　  せき

蔵元跡
くら　もと　あと

　16世紀初期に仲宗根豊見親が開設した蔵元は、当時の行政

庁にあたります。主に首里王府に納める年貢を取り扱ってい

ました。当初は茅葺きでしたが、1682(康煕21)年に火事で焼

失しました。1685年に瓦葺きに建て替えられ、行政機能も拡

充整備されていきました。1868(同治６)年に改築され、堅牢

な石垣廊と楼門に囲われた広壮な庁舎となりました。1902(明

治35年)に宮古島庁と改称され、元在番東仮屋を改築し、移転

しました。その後、建物は1921(大正

10)年に火事で焼失し、石垣なども漲水

港の埋め立て工事に使われ、蔵元の痕

跡は完全に消失しました。

蔵元は完全に消失し、民家に位置をとどめるまででしかない。

にしかいやあと がっこうじょ

　　　　　　せい  き　しょ　き　　　 なか　そ　  ね　　とぅゆみゃ　　　  かい せつ　　　　　 くら  もと　　　　　 とう　じ　　　 ぎょうせい

ちょう　　　　　　　　　　　　　　　　　 おも　　　しゅ　り　おう　ふ　　　 おさ　　　　　 ねん　ぐ　　　　と　　　あつか

　　　　　　　　　　 とう しょ　　   かや　ぶ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 こう   き  　　　　　　　　　 か　 じ　　　しょう

  しつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 かわら　　　　　　　   た　　　　か　　　　　　　　　　　　　　　　き　のう　　  かく

じゅうせい　び　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  どう   ち  　　　　　 　　　 かい ちく　　　　　　　   けん ろう

　　　いし がき ろう 　　  ろう もん　      かこ　　　　　　　 こう  そう　　  ちょうしゃ

　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　 　　かいしょう　　　　　　     もと ざい ばん ひがしかい  や　　　 かい ちく　　　　      い  てん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ご　　　  たて もの　　　　　　　　     たいしょう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   はり みず

 こう　　　  う 　  　　た　　　 こう　じ 　　　 つか　　　　　　　　　　　　 　　　こん

  せき  　　かん ぜん　　 しょうしつ
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1897（明治30）年に３間切制の廃止により、蔵元は役目を終えた。

（筆者：書記官）

（平良・下地・砂川の３間切りの
 首長がなった。役職の最上級）

（横目：お目付役）

（首里王府の監視役）

（地方役所）

惣横目筆者

多良間・伊良部・狩俣・友利・
松原の重要な５ヶ村には首里
大屋子を配置、それ以外の村に
は与人を配置した。
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1993（平成５）年４月20日指定国指定重要有形文化財（建造物）
くに　し　てい じゅうよう ゆう けい  ぶん　か　ざい　　　けん ぞう ぶつ

豊見親墓（仲宗根豊見親の墓）
   とぅゆみゃ　　  ばか　　　　なか　 そ　　ね　　　　とぅゆみゃ　　　　  はか

　15世紀末から16世紀初頭にかけて宮古島の支配者として君
臨した仲宗根豊見親が、父、真誉の子豊見親の霊を弔うために
築造したと伝えられています。宮古島在来の“ミャーカ”と、沖
縄本島の横穴式墓地の折衷様式で、沖縄本島と宮古島の文化の
交流を裏づける代表的な墳墓です。墓は墓室の四方を石垣で
囲って西側に出入り口を設け、庭の北隅には小さな降り井を設
けてあります。また、墓室の前面には13段の階段が施され、
墓室の上部四方には大きな石柱が立てられています。

　　　　　　せい　き　まつ　　　　　　　　　　　　　 しょ とう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 し　はい しゃ　　　　　　　　くん

 りん　　　　　 なか　そ　 ね　　とぅゆみゃ　　　　　　ちち　　　ま　  ゆ　 ぬ ふふぁ　　　　　　　　　 れい　　  とむら

 ちく ぞう　　　　　　　　つた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ざい らい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 おき

 なわ  ほん とう　　　よこ あな しき   ぼ　 ち　　　せっちゅうようしき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぶん  か　　　

こうりゅう　　  うら　　　　　　　   だいひょうてき　　　 ふん  ぼ　　　　　　　　　　　　　 　ぼ  しつ　　　  し　ほう　　   いし がき　　   

 かこ　　　　　 にし がわ　　　 で　 い　　　 ぐち　　　もう　　　　　 にわ　　  きた すみ　　　　　ちい　　　　　　う　　　 がー　　  もう

　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぜん  めん　　　　　　　　  だん　　  かい だん　　  ほどこ

  　　　 　　　じょう  ぶ　　　　　　　　　　 おお　　　　　せきちゅう　　　た



平良港

よこ  あな  しき　  ぼ　   ち
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ミャーカと横穴式墓地
　ミャーカは宮古島に古くから
ある風葬墓地です。巨大な石で
囲い、天井も大きな石で蓋をし
ます。西欧地中海沿岸に残って
いるドルメンの一種としても紹
介されます。横穴式墓地は、自
然の洞窟や岸壁などを掘り込ん
だ墓をさし、沖縄本島によく見
られる亀甲墓が代表的です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ふる

 　　　     ふうそう  ぼ  ち　　　　　　  きょだい　　いし

 かこ　　　　てんじょう  　　　　　　　　　　   ふた

　　　　　　 せい おうちちゅうかいえんがん　    のこ

　　　　　　　　　　　　　　 いっしゅ　　　　　　　   しょう

 かい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   し

 ぜん　　どうくつ　 　がんぺき　　　　　　  ほ　　    こ

　　　　　　　　　　　　  おきなわほんとう　　　　　　  み

   　　　　　 かめこうばか　 だいひょうてき
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1993（平成５）年４月20日指定

豊見親墓（知利真良豊見親の墓）
     とぅゆみゃ　　  ばか　　　　 ち　  り　　ま　　ら　　　　とぅゆみゃ　　　　  はか

　この墓は 1750年頃、平良の頭、宮金氏寛富が築造したと伝
えられています。仲宗根豊見親の墓とともに “みゃーか”から横
穴式にうつる折衷様式を示す代表的な墓です。また、ツンプン
の跡を残しており、俗に“ツンプン墓”とも呼ばれています。
　宮金氏寛富は 1745～ 1762 年まで平良の頭職を務め、杣山
惣主取として大野山林の造林をはかるとともに、瓦の製造を始
めたとも伝えられています。知利真良豊見親は、仲宗根豊見親
の三男で宮金氏の元祖です。1500 年、父と八重山のオヤケ赤

蜂征討軍に加わり、その後、次兄祭金豊
見親が４年在勤したあとを受けて八重
山の頭職となり、かの地で没したと伝
えられています。

ツンプン（ヒンプン）

門の内側の仕切り屏。 外

からの目かくしや、魔除

けの意味をもつ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひら  ら　　　かしら　　みや がね うじ かん ぷう　　  ちく ぞう　　　　　　　   つた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　  なか　そ　ね　　とぅゆみゃ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    よこ

  あな しき　　　　　　　　　　せっちゅうようしき　　　 しめ　　  だいひょうてき 　　  はか

  　　 あと　　  のこ　　　　　　　　　　　 ぞく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しょく　　 つと　　　　 そま やま  

  そう  ぬし とり　　　　　　　 おお　の  さん りん　　　ぞう りん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 かわら　　 せい ぞう　  　はじ

  　　 さん なん　　  みや がね  うじ　　　がん  そ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ちち　　　や　  え　やま　　　　　　　　　　あか  

   はち せい とう ぐん 　 　くわ　　　　　　　　　　　　  ご　　 じ  けい まつりがね  とぅ

     ゆみゃ　　　　　　　　 ざい きん　　　　　　　　　　　　　 う

    　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　   ち　　     ぼっ

国指定重要有形文化財（建造物）
くに　し　てい じゅうよう ゆう けい  ぶん　か　ざい　　　けん ぞう ぶつ

 もん　　  うち がわ　　　し　  き　　　べい　 そと

　　　　　　　 め　　　　　　　　　　　　ま　よ

　　　　　い    み
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1993（平成５）年４月20日指定

豊見親墓（あとんま墓）
     とぅゆみゃ　　  ばか

　忠導氏にゆかりのある墓で、同氏族のあとんま（後妻）だ
けを葬ったことから、俗に“あとんま墓”と呼ばれています。
　墓は岩盤を掘り込み、切石と組み合わせた墓で、いつ建造
されたかは明らかになっていません。忠導氏は16世紀初頭に
宮古島の支配者として君臨した仲宗根豊見親を元祖に数多く
の頭職を出し、勢力を誇った系統です。その勢力・財力を背

景に宮古島の風習として本妻と同じ墓
に葬ることのできなかったあとんまの
墓を設け、その霊を弔ったものと思わ
れます。

　　   ちゅうどううじ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 どう うじ ぞく　　　　　　　　　　　　　　　   ご  さい

　　　　　ほうむ　　　　　　　　　　　　　　　　  ぞく　　　　　　　　　　　　　 ばか　　　　 よ

　　　　　　　　がん ばん　　　  ほ　　　　こ　　　　　  きり  いし 　　　く　  　　 あ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   けん ぞう

　　　　　　　　　　　　   あき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 せい　き  しょ とう

　　　　　　　　　　　し　はい  しゃ　　　　　　　  くん りん　　　　　  なか　そ　 ね　　とぅゆみゃ　　　　がん　そ　　    かず おお

　　かしらしょく　　  だ　　　　　  せいりょく　　ほこ　　　　　 けい  とう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ざいりょく　　 はい

 けい　　　　　　　　　　　　 ふうしゅう　　　　　　　  ほん さい　　　おな

　　　　　 もう　　　　　　　　　　 れい　　 とむら　　　　　　　　　　　   おも

国指定重要有形文化財（建造物）
くに　し　てい じゅうよう ゆう けい  ぶん　か　ざい　　　けん ぞう ぶつ
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1980（昭和55）年１月29日指定市指定有形文化財（典籍）
  し　 し　てい  ゆう けい  ぶん　か　ざい　　　てん せき

恩河里之子親雲上の墓碑
おん　がー　さと　 ぬ　　 し　　ぺ　－　ち　ん　　　　　ぼ　　ひ

　この墓碑は旧藩末期に建てられ、現存する墓碑では比較的
古く、砂岩で造られています。恩河里之子親雲上の墓碑を建
てた花城親雲上は、1872（同治11）年に首里王府から派遣
された在番で、1874年に病で亡くなりました。彼の任期中、
平良の頭、忠導氏玄安ら54名が犠牲となった「台湾遭害事
件」や「ドイツ商船ロベルトソン号宮国村沖遭難事件」が起
き、また「琉球国が琉球藩」となりました。これらの事件と

墓碑に関わりはありませんが、花城親
雲上が宮古島に赴任してきたことの証
拠であり、近世末期に起きた事件など
を彷彿させる貴重な金石文です。

「支流長真氏恩河仁也、乾隆年間卒向姓恩
河里之子親雲上墓 同治11年壬申在番同氏花
城親雲上記」と刻まれており、下の方には
蓮弁の絵模様が描かれている。墓碑に絵模
様を描くのは、死者の極楽往生を願う仏教
の思想で、沖縄本島あたりでは、ほかに日
輪や唐草模様などがよく用いられている。

　　　　　　　　  ぼ　 ひ　　　きゅうはん まっ　き　　　　た　　　　　　　　　　   げん ぞん　　　　　　　　　　　　　　　  ひ   かく てき

  ふる　　　　　　さ  がん　　　つく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　

　　　　　  はなぐすく   ぺーちん　  　　  　　　　　　　　　　　　どう　ち     　　　　　　　　　　しゅ　り　おう　ふ　　　　　　 は　けん

　　　　　　　  ざい  ばん　　　　　　　　　　　　　　　   やまい  　　な 　　　　　　　　　　　　　　　　　 かれ　　　にん　き ちゅう

  ひら　ら　　  かしら　　ちゅうどう うじ げん あん　　　　　　     めい　　　  ぎ　せい　　　　　　　　　  　　　 たい  わん  そう がい   じ

  けん　　　　　　　　　　　　　　   しょうせん　　　　　　　　　　　　　　　ごう みや  ぐに  むら おき そう なん　　　　　　　　　　　お　

　　　　　　　　　　　   りゅうきゅうこく   　 りゅうきゅうはん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　   かか　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふ　にん  　　　　　　　　　　　　　　　　  しょう

   こ　　　　　　　　　　   きん せい  まっ  き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　   　ほう ふつ　 　　　　　　　き ちょう　　きん  せき ぶん　　　　　　　

　　   しりゅうちょうしんうじおんがーにや　　 けんりゅうねんかんそつしょうせいおん

  がーさと  ぬ　し　 ぺーちん　   ぼ      どう  ち 　　　　 みずのえさるざいばんどううじはな

ぐすくぺーちん   　  き　　　　    きざ　　　　　　　　　　　　　した　　 ほう

  れんべん    　  え　 も  よう　　 えが　　　　　　　　　　　　　   ぼ　ひ

　　　　　　　　　　　　　　　　し  しゃ　　 ごくらくおうじょう　　ねが　　ぶっきょう

　　　し  そう　　　　   おきなわほんとう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にち

  りん 　  からくさ  も  よう　　　　　　　　　　  もち
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はい    しょ

真玉御嶽
ま　 だま　 う　 たき

　平良の海岸端、通称「パスタナカ」広場の南方にあります。『御
嶽由来記』には「祭神 男神金殿・女神まつめが」「諸願につき平良
４か村崇敬す」と記されています。

　昔、真玉の地に金殿とまつめがとい
う貧しい夫婦がいました。２人は正直
者で神様を大事にしたので、次第に子
孫繁昌し、贅沢ができるようになりま
した。それでもますます良い行いをし、
長生きをしたので、人々は夫婦の骨を

真玉山に葬り、神として祀りました。こ
の嘉例（縁起）にあやかるため、子孫繁
昌の神として崇敬されています。

　　　ひら　ら　　　 かい がん ばた　　 つうしょう　　　　　　　　　　　　　　   ひろ  ば 　　　なん ぽう　　　　　　　　　　　　　　　  う

  たき　ゆ  らい　き　　　　　　　    さいしん    おとこがみかねどの　　  おんながみ　　　　　　　　　　　   しょ がん 　　 　　　　　ひら  ら

     　　 　  そん すう けい   　　　　　 しる

　  むかし  　 ま  だま   　  ち　　  かね どの 

       まず 　  　　 ふう   ふ　  　　  　　　　　　　　　　 り   　 しょうじき

もの　   かみ さま  　  だい じ　 　　　　　   　　　　　　 し だい 　　 し

そんはんじょう　  　  ぜい たく

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   よ　　  おこな

 なが い　　　　　　　　　　  　　　　 ひと びと　　　　　    　  ほね

    ま だま やま 　 ほうむ   　　　　　　　　　   まつ

   　　 かりー     えん  ぎ

　　　　　　　　　　　　  すうけい

ま　 だま　  う　 たき　　　　  ゆ　 らい
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名 所
めい    しょ

ぶばかり石（人頭税石）
いす　　　  にん　とう　ぜい　せき

　平良字荷川取の海際に、
人の背丈ほどの石柱が
立っています。地元では、
「ぶばかり石（賦計り石）」
と呼んでいて、「島の人は
この石より身長が高く
なったら人頭税を課せら
れた」という古くからの言
い伝えも伝わっています。
この石柱については、柳田
國男著『海南小記』の中で
も紹介され、全国に知られ

るようになりました。
　宮古島の近世では、数え 15 才～ 50 才までの男女に税が課
され、男は粟、女は布を納めました。それは苛酷な税制で、役人
による税の取り立てに、人々は長年苦しめられ続けたといいま
す。琉球列島には一部の地域に石柱信仰があり、この石は人頭
税の史実とは無関係のようです。ただ、この石に託して人頭税
による生活の苦しみを語り伝えてきた人々の声に耳を傾ける
ことは、今を生きる私たちに必要なことでしょう。

　　　 ひら　ら　あざ　に　   か　どり 　　 うみ  ぎわ

    ひと　　　   せ    たけ　　　　　　　　     せき  ちゅう

  　た　　　  　　　　　　　　　　　　 じ　 もと　

　　 　　　　　　　　　    いす

   　 　　よ　　   　　　　　　　　　　　 しま

　　　　　　　　　　　　    　　 しん ちょう   　　 たか

 　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　か

  　　　 　　　　　　　　　　　 ふる  　　　　　　　　　　い

  　　　 つた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やなぎた

　くに   お　ちょ　     かい なんしょう き　   　　　  なか　　　

　　    しょうかい　　　 　　　   ぜん こく 　　  し

　　　　　　　　　　　　  きん せい　　　　　　　  かぞ　　　　　　　 さい　　　　　　　　　　　　　　　　　だん じょ

　　　　　　   おとこ　　あわ　   おんな　　ぬの　　   おさ　　　　　　　　　　　　　　　　　　  か　こく　　　ぜいせい　　　　  やく にん

　　　　　　　　　　　　　と　　　　た　　　　　　　　　　　　　　  なが ねん くる　　　　　　　　　　つづ

　　　   りゅうきゅうれっとう　　　　  いち　ぶ　　　　ち　いき　　　　　　　  しん こう

　　　　　　し　じつ　　　　　　む  かん けい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  たく

　　　　　　　　せい かつ　　　　　　　　　　　　　かた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  こえ　　　みみ　　 かたむ

　　　　　　　　　いま　　　 い　　　　　わたし　　　　　　　 ひつ よう
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人頭税の歴史

　1637年、琉球王府は先島（宮古
島・八重山諸島）に人頭税制を施行
しました。この税制は頭数（人口）
を基準に粟や織物を税として割り当
てたもので、役人の見立てにより税
を納めさせられました。1659年に
は、頭数の増減に関係なく一定の税
を納める「定額人頭税」制となり、
更に、1710年には15才～50才の
年齢が基準とされました。
　女性が織った御用布は島の税の３
分の２を占め、また薩摩上布として
大阪で高値で取引されていたため、
天候不順で飢饉に見舞われたときで
も滞納は許されず、実質的に強制労
働に近いものでした。また、税を確
実に納める手段として、各村に「五
人組」という制度が設けられ、その
組の誰かが年貢を納められなかった
場合、その組で責任を持たされ、ま
た、五人組が納められない場合は村
が、村が納められない場合は島全体
でまかなうという、連帯責任のシス
テムが取られました。
　1888（明治21）年の大飢饉を機
に人頭税の廃止が訴え始められ、
1893（明治26）年、代表団が上京

して請願書を国会に提出しました。
その請願書には農民の生活が次のよ
うに記されています。
　『島民はさつま芋を常食とし、大
半の島民は粟の味を知らず。味噌を
持っている者は全島民の４分の１で
他の皆は海水に水を足して芋の葉や
蔓、海藻などを煮て食べている。醤
油などは口にすることは無い。衣服
は夏は芭蕉布１枚、冬は破れた木綿
の着物を１枚上に着るのみ。ひどい
ところは１、２枚の夏着を家族で代
わる代わる着ている。建物も丸太の
上に草で屋根を葺き、茅を編んで四
面を囲っているだけで、大半は土間
で、蓆を敷くのは稀である。家も非
常に小さく、要するに本州の乞食を
彷彿とさせる（一部要約）』
　こうした廃止運動が実り、1903
年（明治36年）１月１日の新税法
施行に伴い、260年余にわたる人頭
税は廃止されました。

にん   とう  ぜい　　　　れき　し

　　　　　　　　　　　　  りゅうきゅうおうふ　　 さきしま

　　　　　 や　 え  やま しょとう　　　　　　　　　　  せい　　  し  こう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 あたまかず　　じん こう

　　　きじゅん　　 あわ　　 おりもの　　　　　　　　　　　 わ　　　あ

　　　　　　　　　　　　　 やく にん　　  み　た

　　   おさ

　　　　　　　　　　　 ぞう げん　　かん けい　　　　 いってい

　　　　　　　　　　　 てい がく

   さら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さい

   ねんれい

　　　じょせい　　　　　　　　　ご   よう ふ  　    しま

   ぶん　　　　　　  し　　　　　　　　　 さつ  ま じょうふ

  おお さか　　たか   ね　  　とり ひき

  てん こう  ふじゅん　　 き  きん   　　み　ま

　　   たいのう 　　ゆる 　　　　　　　    じっしつてき　   きょうせいろう

   どう　　ちか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　かく

  じつ　　　　　　　　   しゅだん　　　　　　　　  かく むら　　　　 ご

   にん ぐみ　　　　　　　　　　　　　　  もう

　　　　　だれ　　　　  ねん ぐ

    ば  あい　　　　　　　　　　  せき にん　　  も

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ぜんたい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   れんたい

　　　　　　　　　　  めい  じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　  き

　　　　　　　　　　　　はい  し　　   うった　　はじ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  だいひょうだん  じょうきょう

　　　　　せい がん しょ　　こっかい　　ていしゅつ

　　　　　　　　　　　　　　      のうみん　　 せいかつ　　  つぎ

　　　　　しる

　　　　　 とうみん　　　　　　　　  いも　 じょうしょく 　　　　　たい

　はん　　　　　　　　　　　　   あじ  　　し　　　　　　　  み　そ

　　　　　　　　　　　  もの　　　　　　　　　　　　   ぶん

　ほか　　 みな　　 かいすい　　　　　　　た　  　　　　　　　   は

  かずら　   かいそう  　　　　　　に　　　　　　　　　　　　　　    しょう

　  ゆ  　　　　　    くち　　　　　　　　　　　　　 な  　　　　   い  ふく

　　　 なつ　　  ばしょうふ  　　 まい　　 ふゆ　　やぶ　　　　　も  めん

　　　  き  もの      　　　　  うえ　　   き

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なつ   ぎ　　　か  ぞく         か

　　　　　  が 　　　　　　　　　　　　　　    たてもの 　　まる  た

　　　　　くさ　　　や　ね　　　 ふ　　　　  かや　　　あ　　　　　 し

　めん　　 かこ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ど　 ま

　　   　　むしろ　　し　　　　　　　まれ　　　　　　　　  いえ  　　ひ

 じょう　   ちい   　　　　　  よう　　　　　　 ほんしゅう　　こ  じき

   ほう ふつ   　　　　　　　　　　　　　　ようやく

　　　　　　　　　　　　　　　　 うんどう　　 みの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 しん ぜい ほう

　　　　　　    ともな　　　　　　　　　 あまり
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湧川まさりゃ御嶽
ばく　がー　　　　　　　　　　　　　  う　 たき

　この御嶽は、宮古島の竜宮伝説を伝える貴重な御嶽です。
　ガジュマルとクロツグ、フクギが生い茂り、昔は古い壺が祀
られていましたが、いつのまにかなくなってしまいました。
2018（平成 30）年に地主の土地活用によって駐車場の一角に

配置されています。
　近くに海へ流れ出る水の湧き口が
あったことが、御嶽の名前の由来であ
るとも伝わっています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 りゅうぐう でん せつ　　   つた　　　　　  き ちょう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　  お　　　 しげ 　　　　むかし  　 ふる　　　つぼ  　　まつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

　　　　　　　　 へい  せい 　　　　　　　　　　　じ  ぬし　　　 と　  ち　かつ よう　　　　　　　　　 ちゅうしゃじょう　　 いっ かく

  はい   ち

　　　ちか　　　　　  うみ 　　　なが   　　  で    　　みず    　　 わ  　　   ぐち　

   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   な　まえ  　 　 ゆ   らい
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宮古島の竜宮伝説

　昔、荷川取村に湧川まさりゃとい
う漁師がいました。ある日、漁に出
てエイを釣ると、そのエイがたちま
ち美しい女性に変わりました。まさ
りゃは一目惚れして夫婦の契りを結
びますが、女は海へ戻っていってし
まいました。
　２、３ヶ月たったある日、同じ場
所で釣りをしていると、２、３歳の
３人の子どもがどこからともなく現
れ、「母の使いで父を龍宮に案内す
るために来ました」と言いました。
まさりゃは不審に思いましたが、子
どもたちがまさりゃの手を取って海
に入ったかと思うと、たちまち金銀
ちりばめた楼閣の中にいました。子
どもたちの母は以前に契りを結んだ
女に間違いなく、親しげな顔でまさ
りゃを出迎え、三日三晩、酒や料理
でもてなしました。別れ際、女は涙
を流し、「これをいつまでも私の形
見と思って下さい」と瑠璃色の壷を
手渡しました。まさりゃは一気に現
実に引き戻された気持ちで家に帰っ
たのですが、龍宮での三日三晩はこ
の世では３年３ヶ月の月日が過ぎて
いました。瑠璃壷には神酒が入って
おり、呑んでも呑んでも酒は尽きる

ことなく口の渇きを癒し、天の甘露
のような美味しい酒でした。これを
呑んだ者は無病息災で長生きしたた
め、まさりゃは家宝として秘密にし
ていましたが、やがて村中の噂とな
り、大勢の村人が壷を見ようと家に
押しかけて来ました。まさりゃはい
つの間にか贅沢な生活に思い上がっ
てわがままになっており、「この酒
は朝晩とも同じ味で、もう呑み飽き
た」と言いました。そのとたん、壷
は白鳥と化して空に舞い上がり、東
の宮国村のスカプ屋という家の庭木
に留まり、姿を消してしまいまし
た。　　　　    『御嶽由来記』より

宮国村のスカプヤー御嶽
白鳥がとまったとされる木が祀られている

　 むかし  　   に　か  どり むら　　ばくがー

　   りょうし　　　　　　　　　　　　　　　　　   ひ　　　　　　　 で

　　　　　　　　  つ

　　うつ　　　　じょせい　　　 か

　　　　　　 ひと  め　 ぼ　　　　　　　ふう ふ　　   ちぎ　　　　 むす

　　　　　　　　　　おんな　  うみ　　 もど

　　　　　　　　　　 げつ　　　　　　　　　　　　　　　おな　　　ば

しょ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  さい

　   にん　　   こ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  あらわ

　　　　　　はは　　 つか　　　　  ちち　　りゅうぐう  　あんない

　　　　　　　　  き　　　　　　　　　　　　い

　　　　　　　　　　　ふ  しん　　 おも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  て　　　 と

　  はい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   きん ぎん

　　　　　　　　　　 ろう かく　　 なか

　　　　　　　　　　　　　　　 い  ぜん

　　　　  ま  ちが　　　　　　　　  した　　　　　　  かお

　　　　　　  で   むか　　　　 みっ  か   み　ばん　　さけ　　 りょうり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わか　　ぎわ　　　　　　なみだ

　　なが　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わたし　  かた

 み　　　　　　　　　くだ　　　　　　　　　 る　り   いろ　   つぼ

 て  わた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  いっ  き　　　げん

じつ　　   ひ　　 もど　　　　　　　き　 も　　　　　いえ　　 かえ

　　  よ　　　　　　　　　　　　　　　　　  つき  ひ　　　 す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しん しゅ

　　　　　　  の　　　　　　　　　　　　　　　　さけ

　　　　　　　　　 くち　　 かわ　　　　 いや　　　　 てん　　 かん  ろ

　　　　　　　　　　 おい

　　　　　　　もの　　  むびょうそくさい　　 なが   い　

　　　　　　　　　　　　　　　　か   ほう　　　　　　　ひ みつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  むらじゅう　 うわさ

　　　　   おおぜい　　  むらびと

　 お　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    

　　　　　  ま　　　　   ぜいたく　 　せい かつ　　おも　　   あ

　

　　   あさばん　　　　　　　　  あじ　　　　　　　　　　　　　  あ

　　 はくちょう　　 か　　　　　そら　　　ま　　　　　　　　　　  ひがし

　　   みやぐにむら　　　　　　　　　やー　　　　　　　　　　  にわ  き

　　　  と　　　　　　　すがた　　  け

　　　　　　　　　　　　　　　　　　  う  たき  ゆ  らい  き

みや　 こ　 じま　　　りゅう ぐう　でん  せつ



　　　  に　 か   どり むら　　　  う  たき  　　　　　　 　　　　　　　　 みん  かん　い　しゃ　　　　　まつ　　　はじ　　　　　　　　つた

　　　　　　　　　　　　　　　　 けい だい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ほ   そう　　　　　　　  きた がわ　　  しゅ  しん

 　　　　　　　　　  まつ　　　　　　　　　　　　　　　   にし  がわ　　　　　　　　　　しょ　　  さい  だん 　　　　　　　　　　 ま　だま

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  はり みず　　　　　　　　  しも　じ　　　 　 あか　な

  ぐう 　　　　　　　　　かみ がみ　　   よう  はい　  とお  　　　　　　   さん ぱい　　　　　  　   ば

  しょ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  まわ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ひろ         しげ

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   な 　 づ
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ウプムイ御嶽
 う　 たき

　荷川取村の御嶽としてヤブ（民間医者）が祀り始めたと伝
わっています。境内はコンクリートで舗装され、北側に主神マ
ツカマが祀られています。西側には３ヵ所の祭壇があり、「真玉
御嶽」、「ツカサヤー（漲水御嶽）」、下地の「赤名
宮」などの神々を遙拝（遠くから参拝）する場
所となっています。御嶽の周りにガジュマル
やクロツグなどが広く茂っていることから、
ウプムイ（大森）と名付けられたようです。



　　　　　　　　        　　　 　しゅ   ご  しん   　  まつ　　　　   　　　　　　　　　  　ちゅうおう

　　　　 こう   ろ　　　   　　　　　　　　　　　　　　　　 　き 　　　いし　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　ひく　　　　　　づ

  　　 かこ　　　　　　　　　　　　　  こうほう

   う　たき りん　 　  しげ　　　　　　　　　　　　 　  い  ぜん　　 　　　　　　　　　　　　　   しん  じょ　　　   ちゅうしん　　  さと びと

  そろ　　　　　  き  がんぎょう  じ　　  おこな　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　 て　　　　と　 だ

  　　　　　　    げん ざい　     かく   こ  じん　　   さん  ぱい　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　 　　　    すう

　　　　　  ほそ　 　  さん どう　　  さん  ほう こう　　 もう　　　　　　　　　　　　　　　  りょう わき 　　　     こけ

   　　  いし がき       つづ　　　　　　　　　　　　　 むかし　　　　　　　　　　   なか  そ 　ね

 とぅゆみゃ 　　 そく しつ   　　 す 　　　　　　　　　　　  　　　　　　       にし 　　 もん

ぞーぬばん    　　　　　　　　　　　　　　　　 どう  ろ　　   きんきゅう じ　　　　　　　　　　　　　　

　           とう そう　ろ　　 　   　　　　　　    つた
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　カーニ里の守護神が祀られています。中央に 30cm ほどのイ
ビ（香炉）と、香炉がわりの切り石が置かれ、これを低い石積み
で囲っています。後方にはクロツグ、テリハボク、フクギなどの
御嶽林が茂っています。以前は御嶽のサス（神女）を中心に里人
揃って祈願行事を行っていましたが、サスのなり手が途絶えた
ため、現在は各個人で参拝しているようです。御嶽には 20 数
mの細い参道が三方向に設けられ、参道の両脇には苔むした低

い石垣が続いています。昔、この地に仲宗根豊
見親の側室が住んでおり、御嶽の西の門には
門番が立ち、３本の道路は緊急時のピンギン
ツ（逃走路）だったと伝わっています。

拝 所
はい　 しょ

カーニ里御嶽
 ざとぅ　う　 たき
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大和井
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1992（平成４）年12月18日指定国指定史跡
くに   し　てい　し   せき

大和井（大和井・ブトゥラ井・大川）
やま　とぅ　がー　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 うぷ かー

　一般的に降り井は洞窟に石階段を設ける程度で、多くは自
然のまま利用されていましたが、大和井は全体にわたって石
が積まれています。下部に大きな石を置き、上部へいくにつ
れ小さな石に変わり、石も自然の石ではなく切り石を円形に
積み上げており、その力学的な工法は周辺の風致とともに訪
れるものに安定感を抱かせます。『雍正旧記』によれば、
1720年頃に掘られたと考えられています。大和井は首里王府
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①大和井 ②ブトゥラ井 ③大川

　　　　　   　 は　けん　　　　　　　　 やく  にん　　   かしら　　　　　　　　　　 いち    ぶ   　　　　　　　　　　　し　 よう　　　　　  しょ  みん
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　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　　  あと　　　　　　　　　　 みず  もり　　　　　　　　　　　つた

 　　　　　　　　　　　　　　 がー　　    かん   そ　　　  つく　　　　　　　　  いっ ぱん 　　  じゅうみん  よう 　　　　　　　　もち

　　　   うぷ  かー　　　ぎゅう  ば   せん  よう　　　  い　  ど　　　　　　 かず  おお　　　 そん  ざい　　　　　  せい  せん　　　 なか

　　　　　　　　　　　　　　　    　　  めずら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ほ  しゅうこう　じ

　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　   き  じゅつ

　　　　   せい   き　しょ  とう　　　　　　　　　　　　　  そん  ざい

　　　　　　 うかが　　　　　　　　　　　　 じょう すい  どう　　　　ふきゅう　　　つか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　つち　　　　う

　　　　　　　　　　　　　　     へい  せい

    　　　　     かん ぜん　　   じょうたい  　　  ほ 　　　

人々は古くから降り井を中心
に集落をつくり、暮らしをた
てていた。戦後、水道が普及
するまでは、平良の街におい
ても同様だった。

から派遣された役人や頭などごく一部の役人が使用し、庶民
には開放されなかったといわれています。また、他には見ら
れないかんぬきの跡があり、水守もいたと伝わっています。
　ブトゥラ井は簡素な造りで、一般の住民用として用いられ
ていたものと考えられています。
　大川は牛馬専用の井戸で、数多く存在する井泉の中でも牛
馬専用のものは珍しく、「雍正旧記」に1717年に補修工事が

なされたという記述があることから、
18世紀初頭にはすでに存在していたこ
とが伺われます。上水道の普及で使わ
れなくなり、土に埋もれていました
が、2004（平成16）年に、
ほぼ完全な状態で掘り
出されました。
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　一般的に降り井は洞窟に石階段を設ける程度で、多くは自
然のまま利用されていましたが、大和井は全体にわたって石
が積まれています。下部に大きな石を置き、上部へいくにつ
れ小さな石に変わり、石も自然の石ではなく切り石を円形に
積み上げており、その力学的な工法は周辺の風致とともに訪
れるものに安定感を抱かせます。『雍正旧記』によれば、
1720年頃に掘られたと考えられています。大和井は首里王府
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保里御嶽
ふ　さてぃ　う　 たき

　この御嶽の周辺は、14世紀前期に保里天太が築いた城跡と
伝えられています。神域には入り口からフクギ、ガジュマル
などの古木がそびえ立っています。古木の周辺には神域を
囲った石積みの跡が残っています。入り口から30mほど入っ

たところにイビ（香炉）があり、中
央には「テダノ主神」、その左右に
「水の神」「トビトリノ神」と神様
の名前が記されています。

　　　　　　　　　　　　　　　しゅうへん　　　　　　　　 せい  き　ぜん   き　　　  ふ  さてぃてぃ  だ　　　  きず　　　　　じょうせき

  つた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 しん いき　　　 　　 い　　　  ぐち

　　  　　　　　　こ　ぼく　 　　　　　　　　　　た　　

  かこ　　 　　　いし　づ　  　　　　あと 　　  のこ

　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　  こう　ろ　  　　　　　　　　　　　ちゅう

  おう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 かみ さま

 　　　 な  まえ  　   しる
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ぷち歴史
比較年表
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　保里天太には保久利屋盛と居士
佐加利という２人の息子がいまし
た。兄の保久利屋盛は怠け者で才
能がなく、弟の居士佐加利は見目
もうるわしく、器量もよく、兵法
の達人でした。保里天太は、才能
のない兄ではなく弟に家督を継が
せようと考えていましたが、兄は
弟の臣下になることは末代までの
汚名だと、ある日、城下の父老た
ちを集め、「お前たちの娘らは、
ぶとぅら井に水汲みに行く途中で
私の弟に強姦されようとしてい
る。父もまた騙されて弟に家督を
譲ろうとしている。弟が天太にな
れば、お前たちも苦労するだろ
う。今、これを戒めなければ将来

必ず悔いを残す」とありもしない話
を作り上げて弟を悪く言いました。
城下の父老たちはこれを本当だと信
じ、保久利屋盛の策略に従って居士
佐加利を捕らえようとしました。と
ころが、居士佐加利は先にこれに気
づき、城から逃げ出し、城辺の箕の
隅という山里に隠れ住みました。
　この相続争いの後、保里天太が毎
日嘆き悲しんでいると、ある日、保
久利屋盛は「弟が城辺の箕の隅にい
ると聞いた。早々に弟のところへ行
くがよい」と父を追い出してしまい
ます。保里天太は泣く泣く住みなれ
た城下を離れますが、城辺に向かう
道中につまずいて倒れ、息を引き
取ったと伝えられています。

『宮古島記事仕次』より

※琉球史の慣例
により、1372～
1878 年は中国
との朝貢関係を
重視して中国年
号で表示。

　　　ふ さてぃてぃ だ　　　　　  ふ   く 　 りゃ　 もり 　    く　じ

    さ　か　り　　　　　　　　　  り　　　むす  こ
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   すん   　　　       やまざと　　かく　　  す
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芋ヌ主御嶽
んー　ぬ　しゅー　う　 たき

　1594年、砂川親雲上旨屋
（長真氏旨屋）は、御物宰領
（宮中や官庁に捧げる品物の管
理責任者）として琉球王府に出
向き、仕事を終えて島に帰る途
中、逆風で中国に漂着しまし
た。丁度この年、中国にルソン
から芋が伝わり、栽培普及が行
われていました。旨屋は３年間
中国に滞在し、1597年、芋を

持って帰途につきました。ところがまた遭難して九州へ漂着し
ますが、同年、なんとか宮古島へ帰島しました。芋は台風や旱
魃にも強く島の風土に適したので、次第に芋が主食となりまし
た。こうして旨屋はンーヌ主（芋の神様）として御嶽に祀ら
れ、戦後間もない頃まで、毎年８月に初芋を捧げて祝うンー
プーズという芋の豊作感謝祭が盛大に行われていました。
　ちなみに琉球へは1605年に野国総監
が中国から芋の苗を導入。後年、琉球
の芋が薩摩に伝わって「さつまいも」
と呼ばれるようになりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　うる　 か　 ぺ  ー  ち  ん　   し    おく

　　　ちょうしん うじ　 し　 おく　　　　　　　　  お　もの  さいりょう
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琉球王国の身分制度 　琉球王国の位階の制度は15世紀末、尚真王
の頃に始まり、近世の制度が確立したのは、
17世紀、尚貞王の時代です。

領地なし

親　雲　上

筑登之親雲上
（筑登之家・下級士族
 新参：新しく士族に
 なった家柄）

称号

王子

按司

（国王の子 /王叔 /王弟）

（王子の子 / 按司の跡継ぎ）

親方
（政治の実務
 士族の最高位）

里之子親雲上
（里之子家・中級士族
 譜代：古くからの士族
 の家柄）

（里主：総地頭や脇地頭
 の跡継ぎ）

（按司部）

品位

無品
（最高品位）

地頭職

按司地頭 一間切

一間切

（現在の
 市町村相当）

領地

（下司）

（ブンニン）

正一品
従一品
正二品
従二品
正三品
従三品

正五品
従五品
正六品
従六品
正七品
従七品

正四品
従四品

従八品

正九品

従九品

無位

正八品

（儀典関係の閑職）

（国政の要職）

総地頭

一村脇地頭

一村脇地頭

身分

里之子
（里 主）

筑登之
（里 主）

子
仁屋

平民（百姓） 町民、農民、地方役人

上級士族

王 族

地頭代（称号：親雲上）

夫地頭

間切行政の現地最高責
任者（村長相当）

地頭代の補佐

捌 理

文 子

首里大屋子、大掟、北掟、南風
掟の４人をいう。地方役人の
エリート

間切の中の下級役人

地方役人の位階

大名

小名級

士

（一間切
  の領主）

（一村
  の領主）

一般士族

ぺーちん/ぺーくみー

　　　　　　　　　　　　   い  かい　   せい ど　　　　    せい き まつ　  しょうしんおう

 　　 ころ　   はじ　　　　　   きんせい　　　　　　　　かくりつ

　　　　　　　　 しょうていおう　　じ だい

ちくどぅん

おーじ

む  ほん

しょうごう

あじ/あんじ

うぇーかた

さと   ぬ    し

ひん  い

あ   じ    べ

じ   とう しき

ま  ぎり

りょう ち

げす/ぎし

み  ぶん

しー

にーや

じとうだい/ぢとぅでー

ぶじとう/ぶーじとぅー

さばくり/さばくい

てぃくぐ/てくご

でーみょー

さむれー

（譜代の子弟）

（新参の子弟）

しゅり うふ や く　       うっち

へい みん　  ひゃくしょう ちょうみん　　 のうみん　　　  ち  ほう やく にん

し
いっ ぱん   し   ぞく

りゅうきゅうおうこく　　　　み　 ぶん せい　 ど
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拝 所
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船立堂
ふな　 だて　どう

　兄「か ね ど の」と、
妹「しらくにやすつか
さ」を鍛治神・農業神
として祀る御嶽です。
毎年旧暦の 11月８日に
は、鍛冶屋などがフイ
ゴ祭りを行っています。

　昔、久米島の按司に一人娘がいま
したが、兄嫁が娘を邪魔に思い、按
司を騙して娘を小舟に乗せて追い出
してしまいました。これを見かねた
兄が小舟に泳ぎ乗り、妹とともに漂
流しました。翌朝、宮古島の漲水の
浜に漂着し、船立の地に住み始めま
す。やがて妹は住屋里かねこ世ぬ主
と夫婦となり、９人の子を儲けまし
た。そして成人した子どもたちは祖
父に会いたいと、母を連れて久米島
に戻りました。按司は娘を追い出し
たことを後悔しており、とてもよく

『御嶽由来記』より

してくれたうえに、黒金と巻物を持
たせて宮古島に帰しました。兄はこ
れを元に鍛治屋を起こし、農具を作
りました。これによって宮古島で農
業が発達し、豊かになりました。多
くの人の飢えをしのぎ、安楽に暮ら
せているのはこの兄妹のお陰だとし
て、二人の骨を船立山に納め、御嶽
の神様として崇めました。

　　    あに

いもうと

　　　　　　　　   か　  じ　 しん　　  のう ぎょう
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ユーラジ御嶽
う　 たき

　この御嶽は「ユーラ
ジ（夜占の地＝ユウラ
の地＝ユウラジ）」御
嶽と呼ばれています。
『宮古島記事仕次』に
よれば、吉日を選んで
火の神様に焼香をし、
「玉城・普門好善」と

唱え、そのときに道を行く人の発する言葉の吉凶に従って事
の善悪を知る占いがあったとされています。

　昔、普門好善という美しい娘がお
り、玉城という琉球の商人との間に
男の子を一人儲けました。仕事で数
年間八重山に渡っていた玉城がよう
やく島に戻り、妻と子の待つ家を覗
くと、夜泣きをする子をあやす彼女
の姿が見えました。そのとき、泣き
止まぬ子にむかって、「流浪人の子
が何故夜泣きをするのか」と普門好
善が叱りつけたのです。これを聞い

た玉城は「私は公用で旅をしている
のに、流浪人とは何事か！」と怒
り、子どもを奪い取ってそのまま琉
球に戻ってしまいました。首里に帰
る途中、「この子は成長したら按司
となるだろう」と占い師に言われ、
そのとおりに息子は出世して按司に
なりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　   　 　　 うつく 　       むすめ

      　　  たまぐすく　　  　      りゅうきゅう  しょうにん      　　あいだ  

おとこ 　   　　　　　　　　 もう　  　　　　　　　　　   し  ごと  　  すう

  ねんかん  や　え   やま    　わた

　　  　　しま　 　 もど　　　     つま　 　　　　　　ま　　  いえ  　   のぞ

　　  　　　　　よ    な　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　 かのじょ

　　すがた        み　

   や 　　　　　　    　　　　　　　　　　　　　　　 る  ろう にん

   　　 な    ぜ

　　  　　しか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　    き　

　　　　　　　　 　　 わたし      こう よう   　たび

  　　　　　　　　　　　　　　 　　　   なに ごと  　　　　　　　　  いか

　　　　    　　　　　　　   うば　      と

　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　 　　　　 しゅ り　  　　　

　 　  とちゅう  　　　　　　　　　　　  せいちょう     　　　　　 あ   じ

　　　　　 　　　　　　　　　　　  うらな　　 し　　    い

　　　　   　　　　　　　 　むす  こ　     しゅっせ

　  　　　 ゆうらない   　　 ち

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　   　　　 よ　

　  みや    こ  じま　  き　  じ　  し 　つぎ

 　　　　  　　　　　 きち  じつ　　　えら

   ひ　　　   かみ さま  　   しょうこう　　　　   　　 

     たまぐすく　　    ふ　  も　  こ　   ぜ

　とな　　　　　　     　　　　　　　　　　 みち　　　 ゆ　　　 ひと　　　はっ　　　　　こと　ば　　 　 きっきょう　  したが　  　　　 こと

   　　  ぜん あく　   　 し　　　うらな　　　　　　　

たまぐすく   ふ　　も　   こ　  ぜ
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2007（平成９）年４月25日指定市指定文化財（史跡）
  し　 し　てい  ぶん　か　ざい　　　 し    せき

仲屋金盛ミャーカ

　このミャーカは16世紀初頭に宮古の支配者として君臨した
仲宗根豊見親の嫡子（家を相続する者）、仲屋金盛豊見親を
葬った墳墓です。仲宗根豊見親亡き後、家督を継いだ仲屋金
盛は、「野原岳の変」によって自殺してしまいます。この事
件を機に、豊見親の称号は廃止され、宮古島における琉球王
府の支配体制が強まっていきました。
　『忠導氏仲宗根家系図家譜』には「金盛・不届きに付き家

督を継がず」と記されており、本来な
らば「仲宗根豊見親の墓」に入る立場
でしたが、このような離れたところに
ひっそりと葬られています。

なか　 や　 かな　もり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 せい　き  しょ  とう　　　　　　　　　　  し　はい  しゃ　　　　　　　  くん りん

  なか　そ　 ね　   とぅゆみゃ　　　  ちゃく し　　　 いえ　　　そう  ぞく　　　　　 もの　　　　　 なか   や　かな もり

ほうむ　　　　　ふん   ぼ  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な　　　 あと　　　 か　 とく　　　 つ　

　　　　　　　　　　　の　ばる だけ　　   へん 　　　　　　　　　　　　　じ　さつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　じ

  けん　　　 き　　　　　　　　　　　　　　　  しょうごう  　　はい   し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   りゅうきゅうおう

　ふ　　　  し　はい  たい せい　　  つよ

　　　　　ちゅうどううじ　なか　そ　  ね　 け  けい　ず　  か　 ふ　　　　　　　　　　　かな もり　　　  ふ　とど　　　　　　つ

　　　　　　　　　　　　　　　　　  しる 　　　　　　　　　　　　　　  ほん らい

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  はか　　　　　はい　　　 たち　ば

　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　 はな
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友利

野原岳

　むかし、今の友利に金志川金盛と
那喜太知という兄弟がいました。二
人は、宮古の支配者である仲宗根豊
見親が、石垣島や与那国島へ遠征す
るときに従軍して多くの手柄をた
てるなど、知恵と勇気を兼ね備えた
兄弟でした。しかし、兄の金盛は、与
那国島の遠征の帰りに多良間島で
亡くなってしまいました。そこで弟
の那喜太知が城辺を治める首長と
なり、金志川豊見親といわれ、みん
なに慕われました。
　そんな金志川豊見親の威勢を妬
んだ仲宗根豊見親の長男である仲
屋金盛豊見親の家臣の中屋勢頭は、
仲屋金盛豊見親に、「金志川豊見親
は、あなたをないがしろにし、反乱
を起こそうとたくらんでおりま
す。」と言い、金志川豊見親へは、「仲
屋金盛豊見親は、最近あなたのこと
を疑っています。」と、嘘をつきまし
た。
　だまされた仲屋金盛豊見親は、金
志川豊見親を殺してしまおうと、宮
古島の中央付近にある野原岳で宴
を催し、そこに金志川豊見親を誘い

ました。一方、金志川豊見親は、自分
が争いを起こすつもりがないこと
を伝えるため、宴へとむかいまし
た。
　宴もたけなわになったころ、仲屋
金盛豊見親が盃を投げ捨て、「者ど
も出でよ！」と叫ぶと、隠れていた
兵が一斉に現れました。金志川豊見
親は、「私に異心がないことは太陽
が照る如しである。過って後悔する
でないぞ」と言いましたが、聞き入
れられず、兵は剣を抜いて金志川豊
見親に討ちかかりました。すると、
金志川豊見親は異心がないことを
証明するために、崖から身を投げて
しまいました。
　その後、この事件を調べるために
琉球王府から糾問使が来ることに
なりました。それを知った仲屋金盛
豊見親は、自分の過ちを後悔し、自
分をだました中屋勢頭を斬り殺し
た後に、自殺してしまいました。

の　ばる だけ　  　へん

野原岳の変

　　　　　　　　　　　  　　　　   とも   り　　    きんすきゃー かな もり　  　

　 な    き 　 た　 つ　 　　　　　     きょうだい　　　　　　　　　　　　    ふた

    り   　　　　　　　　　　     し   はい しゃ　　   　　　　  なか   そ　 ね   とぅ

　ゆ   みゃ  　　　  いし  がき じま　　　 よ　 な　ぐに じま　　   えん せい

　　　　　　　　　　 じゅうぐん　　　　    おお  　　　　     て   がら

　　　　   　　　　　　　 ち     え   　    ゆう   き　   　　か　    　そな　  　　　

  　　　　      　　　 　　　　　　　　　　　　  あに

　　　　　　　　　　　　　　　  　     かえ　 　　　　  た　 ら 　 ま   じま　　　 

　な　　　　　  　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　  おとうと

　　　　　　　　　　　　  　　   ぐすくなぎ　     おさ  　　　　   しゅちょう　　

　　　　　　    きん  す  きゃー  とぅゆ  みゃ　　　 　   　　　　　　　　　　　

　　　　     した

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 い   せい　　　 ねた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ちょうなん　　　　　　　   なか

    や   かな   もり とぅゆ   みゃ　　　   か　しん　 　 なか   や　 せ　  ど

　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　 はん らん

  　　 　お　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　    　　 い

　　　　　　　　　　　  　　 　　　　  さい  きん　　　　　　　　　　　　　 　

　     うたが　　　   　　　　　　　　　　　　　　うそ

　　　　　　　　　　　　　　   ころ　

　　　　　  　　  ちゅうおう  ふ　きん　　　　　　　   の　ばる だけ　　  うたげ

　　  もよお　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　  　  さそ

　　　　　　 　　　 いっ ぽう　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　 じ　ぶん　

　　　 あらそ 　　　    　お 　

 　　　 つた　　　　 　　　　　　　   うたげ

　　 

　　　  えん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　  　 さかずき　　な 　　　  す 　　　　　　  もの

  　　　  い 　　　　　　　　　　     さけ　　　　　　　  かく

　 へい　　  いっ せい　　  あらわ

　　　　　　　　   わたし   　　い   しん　　　　　　　　　　　　　     たい  よう

　   　　 て　　　ごと　　　　　　　　　　   あやま　　　　  こう かい

　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　　 　　 き　　　  い

　　　　 　　　　　　　　　　　     けん　　　 ぬ

　　　　　　　　    う　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

   しょうめい　　　　　　　　　　　　     がけ　　　　　 み

　　　　　　　　  ご   　　　  　　　 じ   けん　　  しら

　りゅうきゅうおうふ　　　　       きゅうもん  し　　　  く

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　   　し　

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　 き

　　　 　　　　　      じ   さつ
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拝 所
はい　 しょ

外間御嶽
ぷか　  ま　  う　 たき

　根間角嘉波良は 14世紀後半に宮古島を統一した目黒盛豊見
親の父で、根間大按司は祖父にあたります。この墓を普佐盛
の弟、根間いかりが御嶽の形に造り変え、龍宮界から伝授さ
れた「コネイリ祭」を始めたことから、以後、御嶽として人々
から崇敬されるようになったと伝えられています。

　『雍正旧記』には外間御嶽
の祭神は「男神・根間大按
司根間角嘉波良」とされ、
根間大按司の子孫の根間つ
のかわら、目黒盛、真角与
那盤、普佐盛の、５代の墓
であると記しています。

真角与那盤の次男、根間いかりはと
ても親孝行者でした。ある日、美し
い女が海から現れ、「あなたの孝行
の志は龍宮界まで聞こえている。私
は孝行の祭りを伝授させるため龍宮
界から遣わされた」と、根間いかり
を海の中の宮殿へ連れて行き、もて
なした後、「このコネイリ祭は13年

コネイリ祭 に１度、９月に先祖の墓所で祭りを行
えば、島は豊かになり子孫繁栄するの
で怠けず祭を行うように」と伝授しま
した。以後、そのように祭りが執り行
われるようになりました。

『雍正旧記』より

   ま づぬ  ゆ  な  ばん　　 じ  なん　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　おやこうこうもの　　　　　　　　　　　   ひ　　うつく

　　おんな    うみ　　　 あらわ

　こころざし　　　　　　　　　　き　　　　　　　　　　　 わたし

　　　　　　　　まつ

 　　　　　　つか

　　　　　　　　　  きゅうでん　  つ　 　　　  い

　　　　　   のち

　　　  よう  せい きゅう き

　　   さい  しん　　　　　おとこがみ　　　にー  ま   うぷ　 あ

　ず　にー　ま　  つぬ　　　がーら

　　　　　　　　　　　　　　　　し　そん

　　　　　　　　　　　　　  め　ぐろ  もり　　　ま　 づぬ　ゆ

   な　ばん　　　 ふ　 さ    もり　　　　　　　  だい　　　 はか

　　　　　　　　　　しる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    せい　き  こう はん　　　　　　　　　　　　 とう いつ　　　　　　　　　　　　 とぅゆみゃ

　　　　　  ちち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そ　 ふ

　　 おとうと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  かたち　　 つく　　　  か　　　　　  りゅうぐうかい　　　　　  でん じゅ

　　　　　　　　　　　　　　　　　 さい　　　　 　はじ　　　　　　　　　　　　　　　　　  い　 ご　　　　　　　　　　　　　      ひと びと

　　　　　 すう  けい　

　　　　　　　　　　　　　  せん ぞ　　   ぼ しょ　　　　　　 おこな

　 　　　　　しま　   ゆた  　　　　　　　し そんはんえい

 　　 なま

 　　　　　　  い　ご　　　　　　　　　　　　　　　　    と
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役
所

民家

民家

　　　　　　　　  う　たき　　　なか　や　かな  もり　とぅゆみゃ　　　　ひと   り  むすめ　　  　　　　　　　　　 まつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 か　しん　　　ざん げん　　　しん　　　　　ぐすくなぎ とも

　 り　　　 きん　す きゃー  な　  き　 た　  つ　　　　　　　　　　  ころ　　　　　 おう   ふ　　　　　　　　　　  つみ　　　  と

　　　   じ　がい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 せ　 お

　　　  め 　　　 つか   　　　　　　  ちゅうざんおう　　 ちょうあい 　　　う　　　　　　にん しん　　　　　　　　　　　　  しゅう い　　    

 きゅうじょ 　　　　　　　  はげ　　　　　 しっ　と　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 た

　　 　　　 かえ　　　 とちゅう　　   せん どう　　 　　　　　　　　　　　　　 うみ　　　な　　　　 だ　　　　　　　　 た　  ら　 ま    じま

   　　 はま　　ひょうちゃく 　  　　  いき　　　  ひ　　　　と　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   とお

  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　  おとこ

　　　　　　　　　　  　　　　 なき  がら　　　 み　　　　　　　    ひと  びと　　 あつ

  　　　　　　  　　　　　　 　　 せ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   てい ねい

 　　 ほうむ

た   ら　ま じま　   つた

ま   ぶ   な   り　  まくらいし

46

拝 所
はい　 しょ

仲屋まぶなり御嶽
なか　 や　　　　　　　　　　　　　　う　  たき

　この御嶽は仲屋金盛豊見親の一人娘まぶなりを祀った御嶽

です。まぶなりの父仲屋金盛は、家臣の讒言を信じて城辺友

利の金志川那喜多津豊見親を殺し、王府からその罪を問われ

て自害しました。その娘まぶなりは、父の罪を背負い、王府

に召し使われ、中山王の寵愛を受けて妊娠しますが、周囲の

宮女たちに激しく嫉妬されます。その嫉妬に堪えかね、宮古

島に帰る途中、船頭に乱暴されて海に投げ出され、多良間島

の浜に漂着し、息を引き取りました。しばらくして浜を通り

かかった、やらぶたてよのしという男

がまぶなりの亡骸を見つけ、人々を集

めて「ふたつ瀬」というところに丁寧

に葬ったといわれています。

多良間島に伝わる
真保那璃の枕石

写真：多良間村教育委員会
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しり   ま　 う　 たき　　 　ゆ　らい

　　　　　　　　　　  し   やく しょ　　  りん

 せつ 　　　　　すみ　や　 い　せき　　 ひがし

  がわ　　　　　　　　　　　　よう せい きゅう

　き　　　　　　　 　 おとこがみ

　  　　　  がに うぷ　ゆ   ぬす　 とぅゆみゃ

　　　まつ  　　　　　　　しる

　　 むかし　  しもさとむら　      すみ  や 　　   す

　　　　　　　　　　　　　　　　　    こ　　　　　  　   ほ　

     　　    にち  や  しん ぶつ　　　    いの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　   ま

おんな　　　　　  　う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

   な

  　　　　  　　　　さい　    とき   　 はは 　　  し

  　　　　　　  ご   さい

 　　　　　　　　　　　　　　　 たいへんこころね　     わる

   　　　　　　　　　　　　　　  　    さそ 　　 だ　　　　　しり  ま

  やま　  　　　　　　　どう けつ　　　　  な 　　    い

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　   かずら 　   ひ

  　　　　　　　　　か　      ばん  な　　  さけ

  　　　　 てん じん　　　　　　　　    お

　　　　　　　　　  だ　　　　  しょうてん　　　   ふたた

　　　　　　　  つ　　　　　 げ   かい　　　　　　　　　      しん るい

　 　 なか たが　　　　　　　       せん  ぞ　   うやま

おこた　   もの　　 しん けん　　もっ　  　ばっ　　　　　　　 　いまし

 ひと びと　  　　　　　　　　　　  　　かんつかさ

  　　    　しん  じ　     おこな

　　　　　　　　　　 　  た　　　　   まつ

47

拝 所
はい　 しょ

尻間御嶽
しり　 ま　　う　 たき

　宮古島市役所に隣

接する住屋遺跡の東

側にあり、『雍正旧

記』には「男神・ちゃ

くむ金大世主豊見親

を祀る」と記されて

います。

　昔、下里村の住屋に住んでいた
「こいとの」は、子どもが欲しく
て、日夜神仏にお祈りをしていま
した。そのかいあって、間もなく
女の子が産まれ、「まんなふ」と
名づけてかわいがりました。まん
なふが７才の時、母が死に、こい
とのは後妻をむかえます。ところ
が、この後妻は大変心根が悪く、
ある日まんなふを誘い出し、尻間
山のあぶ（洞穴）に投げ入れてし
まいます。あぶの中の葛に引っか
かって７日７晩泣き叫んでいる

と、天神が天から降りてきて、ま
んなふを抱いて昇天し、再びまん
なふを連れて下界に降り、「親類
と仲違いをし、先祖を敬うことを
怠る者は神剣を以て罰する」と戒
め、再び昇天しました。こうして
人々はまんなふを神司として立
て、神事を行うようになり、尻間
山には「天神が降りたところ」と
して御嶽を建て、祀るようになり
ました。
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市指定文化財（史跡）
  し　 し　てい  ぶん　か　ざい　　　 し    せき

1982（昭和57）年10月21日指定

住屋遺跡
すみ　 や　　 い　せき

　住屋遺跡は、14～17世紀初期頃の集落遺跡とされています。
1982（昭和57）年の２度にわたる発掘調査の結果、推定14～
15世紀前半頃の竪穴住居址１基と、推定15世紀後半～17世紀
前半の平地住居址、石敷住居址「円形状建物跡」、竪穴炉址、
溜井戸などの遺構や、土器、鉄製品など様々な遺物が検出され
ました。同じ遺跡で竪穴－平地－石敷住居址と、年代が違う遺
構などが検出されるのは稀であり、当時の人々の生活様式や住
居形態の変遷を知る上で重要な遺跡です。また、ここは1629年
に在番仮屋が設けられた場所でもあり、廃藩置県直後には警視
派出所が設置、その後、宮古島役所の開設にともなって役所長

官舎、支庁長官舎、宮古民政府知事公
舎、宮古群島知事公舎、琉球政府宮古支
庁長公舎として重用され、近代までの諸
制度の変遷を知る上でも重要です。

竪穴 平地 石敷

推定14～15C前半 推定15後半～17C前半

※住屋遺跡における事例
　諸説あり。屋根もイメージです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 せい   き　しょ  き  ごろ　　 しゅうらく

　　　　　　　　　しょう わ　　　　　　ねん　　　　　  ど　　　　　　　　　　 はっ くつちょう さ　　　  けっか　　　  すい てい

　　　　　　　　  ぜん はん　　　　　たて あな じゅうきょあと　　　 き　　　　　　　　　　　　　　　　　　 こう はん

　　　　　　　　へい  ち　　　　　　　　　　 いし じき　　　　　　　　　    えん けいじょうたてもの あと　　　　　　　　　　  ろ

  ため　い　 ど　　　　　　　　  い  こう　　　　　  ど　 き　　　 てつ せい ひん　　　　　 さまざま　　　　い  ぶつ　　  けんしゅつ

　　　　　　　　　　 おな　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ねん だい  　　ちが　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  まれ　　　　　　　　　　 とう   じ　　　ひと びと　　　せい かつ よう しき

　　　けい  たい　　 へん せん　　　 し　　　うえ　　じゅうよう

　　   ざい ばん かい　や　　   もう　　　　　　　　　　  ば  しょ　　　　　　　　　　　　    はい はん  ち　けんちょくご　　　　　 けい　し

    は しゅつじょ　    せっ ち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 やくしょ　　  かい せつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ちょう

   かん しゃ　　　 し  ちょう　　　　　　　　　　　　　　   みん せい　ふ　 ち 　 じ　こう

  しゃ　 　　　　　　ぐん とう　　　　　　　　　　　   りゅうきゅうせいふ

　　　　　　　　　　　　　　　　　ちょうよう　　　　　　　きん だい　　　　　　　 しょ

  せい　ど





　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ひら   ら　きん こう　　   さん ざい　　　　　　う　　　  がー　　　どう せん  　　　　   なか

　　　　　　　　　　    き　 ぼ  　  　　　　　　　　　　   ちょっけいやく　　　　　　　    かい こう   ぶ　　　　　　　　　　  だん　　　いし

   だん   　　 お 　　　        おく  ぶか　　　　　　　　　　　　　　　　　　 わ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　

　じょ せい 　　　　　　　　　 　　　　　　　　 ふ　 　　　　　　　　　あと  　　 のこ

　　　  すい  どう　　  はっ たつ　　　　　　　　　　　　   ころ　　   ひと びと　　   せい かつ  よう すい　　   てん  すい　　　かく しょ

　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　しゅうらく　　　　　　　　　　　    ちゅうしん　　  けい せい　　　　　　　　   　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れき  し　　　　　　　　　　　　　   き　　　　　　　　　 　　     かんが

  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ない  ぶ　　     しょう き　 ぼ　　　　　　　　 かい づか  そう　　　　  

　　　　　  しゅうへん いっ たい　　　　　　　   おお　　　　　 せい　じ   へん　　　  ど　 き　 　　　　　　　　　 ひょうめん  　　　　  さい

　しゅ　　　　　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  もの がた　　　　　　　　　　　　　　    きょう ど　 し

　  か          いな むら  けん  ぷ 　 し   　　　　　　　　せい   き　こう はん　　   せいりょく　　　　　　　　　　　　  よ　  な　は    ばる いっ

   とう　  　 ほん きょ   ち　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   さだ
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 し　 し　てい   し　 せき

盛加ガー（洞井）
むい　  か　　　　　　　　　　 どう　せん

　盛加ガーは、平良近郊に散在する降り井（洞井）の中では
もっとも規模が大きく、直径約24mの開口部から103段の石
段を降りた奥深いところに水の湧き出る口があり、石段には
女性や子どもたちが踏みしめた跡が残っています。
　水道の発達しなかった頃、人々の生活用水は天水と各所に
散在する降り井でした。集落は降り井を中心に形成、発達し
てきており、宮古島の歴史は降り井を切りはなして考えるこ
とはできません。盛加ガーの内部は小規模ながら貝塚層もあ
り、周辺一帯からは多くの青磁片、土器片などが表面から採
取でき、大きな集落があったことを物語っています。郷土史
家の稲村賢敷氏は、14世紀後半に勢力をふるった与那覇原一
党の本拠地がこの一帯にあったとしていますが、定かではあ
りません。



島尻マージ

宮古島の地質

琉球石灰岩

島尻層群泥岩

空洞空洞

平良港↓
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北給油所

 みず　　　 と

りゅうきゅうせっかい がん 　　　う

すい　   　　　　　　しんしょく

　　　　　  ち ちゅう　  　くう どう

しま  じりしま  じり

 ち   しつ ち   しつ

りゅうきゅうせっかいがんりゅうきゅうせっかいがん

しまじりそうぐんでいがんしまじりそうぐんでいがん

くう どうくう どう

　　　　　　　 すす　　　　　　　　    　　  ち ひょう

 　　 くず 　　　　  かんぼつ

　　　　　くぼ  ち
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浸食が進み、やがて地表
が崩れ、陥没ドリーネと
いう窪地ができる

「降り井」はどうやってできたの？

←この層はほとんど水を通さない
　ので、ろ過された水がたまる

水に溶けやすい
琉球石灰岩が雨
水などで浸食さ
れ、地中に空洞
ができる



埋蔵文化財
まいぞう

保存と活用が
特に必要なもの

ほぞん　　かつよう

指定

指定

指定

指定

してい

重要文化財

重要無形文化財

登録有形文化財

こく  ほう

国 宝

 む  けい　　　　　

無形文化財

みんぞく　　　　　

民俗文化財

 き  ねん ぶつ

記念物
てん ねん き ねん ぶつ

天然記念物

  し 　　せき

史　跡
めい　 しょう

名　勝

　　　　　    けい かん

文化的景観

でんとうてき けんぞうぶつぐん

伝統的建造物群
伝統的建造物
群保存地区

の文化財
　　　　ぎ じゅつ

保存技術

文化財の体系図
ぶん  か  ざい　　　たい けい  ず

文化財の種類
しゅるい

建造物

美術工芸品　工芸品、絵画、

彫刻、書跡、典籍、古文書、

考古資料、歴史資料など、

形のあるもの

演劇、音楽、工芸技術などの、

形 の な い、人 間 の「わ ざ」

そのもの

文化財

記録や作成などを考える
必要のある無形文化財

きろく　　さくせい　　　　　 かんが

記録や作成などを考える
必要のある無形民俗文化財

重要なもの
じゅうよう

特に重要なもの
とく   じゅうよう

特に価値の高い
もの

か  ち　　 たか

ひつよう

特に必要のある
もの

有形文化財
ゆうけい

重要有形民俗文化財

登録有形民俗文化財

重要無形民俗文化財

特別史跡
とくべつ

特別名勝

特別天然記念物

登録記念物

重要文化的景観

重要伝統的建造
物群保存地区

選定保存技術

保存できるよう
考える必要の
あるもの

登録

登録

登録

指定

指定

指定

指定

とうろく

選択
せんたく

選択

有形民俗文化財　無形民俗文

化財に使われる衣装、器具、

家屋など

無形民俗文化財　衣食住、生

業、信仰、年中行事などに関

する風俗習慣、民俗芸能、民

俗技術

遺跡　貝塚、古墳、都城跡、

城跡、旧宅など

名勝地　庭園、橋梁、渓谷、

海浜、山岳など

動物

植物

地質鉱物

選定
せんてい

選定

都道府県また
は市町村の申
し出に基づい
て選定

市町村が
決定

世界から見ても

価値が高い、国の宝

土地に埋まっている
文化財

文化財ではないが、保護の対象と
なっているもの。文化財の保存に必
要な材料や用具の生産制作、修理・
修復の技術など

宿場町、城下町、農漁村など

地域の人々の生活または生業

及び地域の風土によって形成

された景観地　棚田、里山、

用水路など
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